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【受賞研究のポイント】 

・排ガス中の窒素酸化物（NOx）を除去する新しい反応法を開発し，実用化し

ました。 

・触媒を使わずに低温で脱硝（だっしょう）できるため，環境対策装置の低コ

スト化を実現しました。 

※脱硝…排ガス中から，窒素酸化物を除去すること。 

 

【受賞内容】 

平成２５年 7 月１1 日，本学工学部・神原信志教授の研究内容が，一般社団

法人日本機械学会環境工学部門研究業績賞を受賞しました。 

日本機械学会：機械工学に関する研究分野を広く網羅した学会。 

1897 年設立，会員約３６，０００名，日本学術会議協力学

術研究団体。 

 

【受賞研究の概要】 

近年の環境問題に対する意識の高まりから，中小規模の燃焼設備でも窒素酸

化物（NOx）の厳しい濃度規制が，地域協定等で実施されるようになり，脱硝

設備の設置が必要となってきています。大規模燃焼設備では選択的触媒脱硝法

（SCR）が多く用いられていますが，中小規模の燃焼炉では設置面積や設備コ

ストの面で，無触媒脱硝法（SNCR）が望まれています。しかし，SNCR にお

ける反応温度範囲は高温域にあり，中小規模の燃焼炉では反応時間を十分確保

できないため，脱硝率が低下するという課題があります。その課題の解決には，
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反応温度範囲を低温側に拡大する技術が必要です。 

今回の受賞研究は，大気圧バリア放電で発生させたプラズマ中にアンモニア

を通過させ，それを排ガス中に吹き込む新しい反応法の研究開発により，従来

の無触媒脱硝法の反応温度領域を大幅に低温下させるとともに脱硝効率を向上

させることに成功したものです。 

また，燃料電池排水素のプラズマ常温無触媒酸化，Ｎ２Ｏのプラズマ分解処理，

光化学分解を利用した無触媒脱硝法の開発など，長年に渡り独創的な新規反応

場における環境浄化の手法を提案してきた業績は，国内外から高く評価されて

います。 

 

【受賞論文】 

 論文タイトル：大気圧プラズマで励起したアンモニアの化学組成と脱硝特性

の関係  

掲載雑誌：日本機械学会論文集B編, 78(789), pp.1038-1042, 2012. 

掲載日：2012年5月 

論文URL： 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/kikaib/78/789/78_1038/_pdf 

 

【参考URL】 

日本機械学会 

http://www.jsme.or.jp/index.html 

日本機械学会環境工学部門 

http://www.env-jsme.com/  

 

 

  

 

【本件に関する問い合わせ先】 

岐阜大学大学院工学研究科環境エネルギーシステ

ム専攻 

教授 神原 信志（かんばら しんじ） 

TEL：058-293-2581（直通） 

E-mail：kambara@gifu-u.ac.jp 


